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入室と室内の鍵管理機を連動させてアクセス権限の設定を実現

導入前の課題 導入による効果

入退室管理システムと鍵管理システムは別システムになって
いて、それぞれにIDの登録が必要であった、そのため鍵の取
出し権限がある人がその鍵管理機のある部屋への入室権限
がないなどの設定に矛盾のある状態がおこることもあった

システムは統合され、しかも業務管理のデータベースとリンク
するようになったので、登録の手間はなくなった、また権限の矛
盾は起きなくなった

担当業務を掛け持ちしたり、スタッフの入替えが起きた場合に、
機器へのアクセス権限の登録が追い付かないことがあった

自動リンクすることで登録作業は一切なくなった

機器への権限のパターンが複雑になりすぎて、管理システム
の許容パターン数を超えたり、権限が適切に与えられているか
のチェックが出来なくなっていた

自動リンクすることで権限は常に適切であることが保証される
ようになった

■導入前の課題と効果

■システム概要

2019年3月11日時点の情報です。
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アプリケーションによる、業務⇒使用できる鍵＋その鍵のある管理機の

部屋の入退の権限を自動ひも付け

業務Ⅰ⇒①鍵管理機権限⇒Ａ室入室権限

業務Ⅱ⇒②鍵管理機権限⇒Ｂ室入室権限

業務Ⅲ⇒③鍵管理機権限⇒Ｃ室入室権限
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